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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第３四半期
連結累計期間

第24期
第３四半期
連結累計期間

第23期

会計期間

自2022年
６月１日
至2023年
２月28日

自2023年
６月１日
至2024年
２月29日

自2022年
６月１日
至2023年
５月31日

売上高 （百万円） 3,066 2,252 4,057

経常損失（△） （百万円） △868 △1,250 △1,255

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）
（百万円） △936 △1,179 △1,380

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △913 △1,264 △1,360

純資産額 （百万円） 1,998 1,285 2,321

総資産額 （百万円） 3,424 1,998 3,338

１株当たり四半期（当期）純損

失（△）
（円） △87.10 △100.93 △126.98

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 57.3 62.2 64.4

 

回次
第23期

第３四半期
連結会計期間

第24期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自2022年
12月１日
至2023年
２月28日

自2023年
12月１日
至2024年
２月29日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △34.52 △28.33

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

（当期）純損失であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、前連結会計年度より、セグメント情報を開示しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連

結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生したリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

　継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは前連結会計年度まで３期連続して重要な営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失

を計上し、当第３四半期連結累計期間において重要な営業損失1,221百万円、経常損失1,250百万円、親会社株主に帰

属する四半期純損失1,179百万円を計上しています。これにより、当社グループの資金繰りに重要な影響があること

から、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　このような状況の解消を図るべく、当社グループでは以下の施策により、収益性の改善及び財務基盤の安定に努め

てまいります。

 

①収益力の向上

　当社グループは、当第３四半期連結累計期間におきまして、新規タイトルの複数開発を進めていた中で、その開発

期間の長期化により当初想定していた時期からリリースが延長したことに伴う開発コストの増加や既存タイトルにお

ける他社参入に伴う競争の激化によって売上高が低迷したことにより、想定よりも利益が増加しなかったことを受

け、現在の当社グループにおいては既存タイトルの収益の改善を進めるべく、他社との差別化を図る施策及びグロー

バルなサービス展開によって利益回復及び収益基盤の構築に努めてまいります。

　既存タイトルである「オンラインクレーンゲーム・トレバ」（以下、「トレバ」）につきましては、現在当社グ

ループが取り扱っているプライズアイテムが日本独自の文化やアニメ・ゲーム作品関連のものが多いという特性に鑑

みて、日本のカルチャーとの親和性が高く、また、比較的大きい市場である中国市場を皮切りに海外展開を目指して

おります。現在においては、中国市場に適した機能拡張開発及び景品仕入基盤の構築による安定した運営をもって、

今後における事業成長の促進に向けたタイトルのカスタマイズに注力してまいります。

　また、新規タイトルの「テラビット」においては、著名なインフルエンサーとのコラボ等を含めたコンテンツの拡

充を進めており、より魅力的に遊戯性を高めることによってユーザーの皆様へ継続的に長く楽しんで頂けるよう、よ

り質の高いものを開発し提供することを主眼とした開発体制の強化も進めております。

　その他タイトルにおきましても、効果的なプロモーションの実施と共に各種コンテンツ拡充等によるタイトルのブ

ラッシュアップによってクオリティの向上に注力することで、当社グループにおけるオンラインゲーム事業の収益性

の安定化及び確保を図ってまいります。

 

②経費削減

　当社グループは、現在、既存タイトルである「トレバ」における景品仕入や広告宣伝、配送業務を含めた外注先の

再検討による外注費用の削減を進めております。加えて、現状における運営・管理体制に見合った規模へ営業所を縮

小すると共に一時的に使用していない区画の転貸による営業所賃借料の削減、及び人員配置の見直しによる各発生費

用の削減、役員報酬の削減等、既に実施されている施策もあり、今後においても全社的に削減可能な内容を洗い出し

検討の上で早期実行してまいります。

 

③経営資源の集中

　現時点において将来の収益性に期待できる事業及び子会社を選択すると共に検討によっては事業売却及び子会社閉

鎖を進めることで子会社の管理にかかるコストを削減し、当社グループにおける経営資源を収益性の期待できる事業

及び主力事業へ集中することにより、今後の事業の成長を促してまいります。

 

④財務基盤の強化

　当社グループでは、当第３四半期連結累計期間において、行使価額修正条項付第39回及び第40回新株予約権の発行

並びに第三者割当による新株式の発行による資金調達を実施しております。また、今後の事業資金の確保につきまし

ては、その他の資金調達手段を含め当社グループにて最適な手法の模索及び検討を進めると共に上記の継続的なコス

ト削減に取り組み、事業資金の安定的な確保と維持に向けてまいります。
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　以上の施策を実施することにより、継続企業の前提に関する重要な疑義を解消すべく取り組んでおりますが、その

対応策は実施途上にあり、今後の収益性の改善や追加的な資金調達の状況等によっては、当社の資金繰りに重要な影

響があることから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在するものと認識しております。

　なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済活動の正常化に伴い、景気に緩やかな持ち直しの動き

が見られた一方、ウクライナ・中東情勢を契機とした資源・原材料価格の上昇や円安による物価上昇、世界的な

金融引き締めがもたらす影響等に対して、十分に注意する必要があります。

当社グループが属するオンラインゲーム市場においては、スマートフォンやタブレット等、情報端末の普及が

減速したことに伴うユーザー数の鈍化に懸念はあるものの、海外向けサービスの堅調な成長が見受けられ、グ

ローバルにユーザーの獲得競争が続いております。

このような事業環境のもと、当社グループでは引き続き既存サービスの拡大及び収益性の向上に注力すると共

に、培ってきた開発技術を応用した新規サービスの開発を進めてまいりました。

現在、主力事業である「トレバ」におきましては、現在まで集客及び継続率向上に対するアプローチを強く進

めてきており、世代を問わず継続的なプロモーションによる顧客層の拡大を進めると共に定期的なシステムの点

検及び強化による快適な操作性の実現や常に新しいプライズアイテムを追加することによって長く楽しんで頂け

る内容を主眼としてサービス展開することに努めてまいりました。

売上高におきましては、「トレバ」含め新規・既存その他タイトルにおいて安定的な運営を主眼とした、定期

的なキャンペーンの実施や積極的な人気IP景品の取り扱いによるサービス展開を進めてまいりましたが、業績の

向上に対する効果は想定より下回って推移いたしました。

コスト面におきましては、新規タイトルへの投資が進んだことを受け、既存タイトルにおいて継続的に削減可

能な内容の洗い出しを実施すると共に各タイトルにおける運営・管理体制の見直しによる開発コストの削減へ向

けた施策を進めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間においては、売上高は2,252百万円となり、前年同期に比べ、26.6％の

減収となりました。

利益面につきましては、営業損失1,221百万円（前年同期は営業損失853百万円）、経常損失1,250百万円（前

年同期は経常損失868百万円）、税金等調整前四半期純損失1,284百万円（前年同期は税金等調整前四半期純損失

909百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失1,179百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失

936百万円）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

従来、当社グループの報告セグメントは、「オンラインゲーム事業」を単一の報告セグメントとしており、そ

の他の事業セグメントの重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しておりましたが、前連結会計年度

に株式会社ブルームズを連結子会社化したことにより、前連結会計年度から「エンターテインメント事業」を報

告セグメントとして追加し、セグメント情報を開示しております。なお、前第３四半期連結累計期間のセグメン

ト情報を当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの区分方法により作成した情報については、「オンライン

ゲーム事業」以外の事業セグメントの重要性が乏しく開示を行っていないため、前年同期比の記載は省略してお

ります。

（オンラインゲーム事業）

オンラインゲーム事業は、主に「トレバ」を展開した事業であります。

オンラインゲーム事業においては、外部顧客への売上高は2,124百万円、セグメント損失は487百万円となりま

した。
 

（エンターテインメント事業）

エンターテインメント事業は、主に音響制作及び声優プロダクション事業であります。

エンターテインメント事業においては、外部顧客への売上高は127百万円、セグメント損失は５百万円となり

ました。
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（2）財政状態の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,340百万円減少し、1,998百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金1,166百万円の減少が生じたことによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ304百万円減少し、712百万円となりまし

た。これは主に、１年内返済予定の長期借入金105百万円、未払金102百万円及び転換社債型新株予約権付社債

100百万円の減少が生じたことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,036百万円減少し、1,285百万円とな

りました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上による利益剰余金1,179百万円の減少が生じ

たことによるものであります。

 

（3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は78百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

サイバーステップ株式会社(E05601)

四半期報告書

 5/20



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,400,000

計 19,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（2024年２月29日）

提出日現在発行数（株）
（2024年４月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,381,482 12,381,482
東京証券取引所

（スタンダード市場）

単元株式数は100

株であります。

計 12,381,482 12,381,482 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、2024年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数（株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2024年２月29日

（注）１
567,300 12,250,282 89 3,541 89 2,605

2024年２月29日

（注）２
131,200 12,381,482 24 3,566 24 2,630

（注）１．有償第三者割当

発行価格　　　　　317円

資本組入額　　　158.5円

割当先　　　マルカ株式会社                  157,700株

エンビリオン株式会社             31,500株

株式会社GENDA                    31,500株

株式会社ピーナッツ・クラブ       31,500株

株式会社ライジング・プラネット   31,500株

髙森章一                        157,700株

浅原慎之輔                       31,500株

有元佐康                         31,500株

宇佐美亮                         31,500株

市川将                            9,400株

齋藤次郎                          9,400株

齊藤徳也                          6,300株

二田政士                          6,300株

２．有償第三者割当

発行価格　　　　　381円

資本組入額　　　190.5円

割当先　　　ロードランナー株式会社          131,200株

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2023年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2024年２月29日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,677,900 116,779 －

単元未満株式 普通株式 4,882 － －

発行済株式総数  11,682,982 － －

総株主の議決権  － 116,779 －

（注）単元未満株式の欄には、自己株式が19株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年２月29日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

サイバーステップ株

式会社

東京都杉並区和泉一

丁目22番19号
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年12月１日から2024

年２月29日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年６月１日から2024年２月29日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年２月29日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 ※ 2,280 ※ 1,113

売掛金 ※ 317 ※ 227

貯蔵品 235 93

その他 305 242

貸倒引当金 △26 △35

流動資産合計 3,112 1,640

固定資産   

有形固定資産 1 1

投資その他の資産   

その他 234 365

貸倒引当金 △10 △10

投資その他の資産合計 224 355

固定資産合計 226 357

資産合計 3,338 1,998

負債の部   

流動負債   

買掛金 1 13

１年内返済予定の長期借入金 ※ 298 ※ 193

未払金 293 190

未払費用 153 121

未払法人税等 39 15

その他 93 167

流動負債合計 879 701

固定負債   

転換社債型新株予約権付社債 100 -

長期借入金 38 10

固定負債合計 138 10

負債合計 1,017 712

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,451 3,566

資本剰余金 2,606 2,720

利益剰余金 △3,951 △5,131

自己株式 △0 △0

株主資本合計 2,105 1,155

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 45 86

その他の包括利益累計額合計 45 86

新株予約権 36 36

非支配株主持分 134 7

純資産合計 2,321 1,285

負債純資産合計 3,338 1,998

 

EDINET提出書類

サイバーステップ株式会社(E05601)

四半期報告書

10/20



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年６月１日
　至　2023年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日
　至　2024年２月29日)

売上高 3,066 2,252

売上原価 1,073 1,025

売上総利益 1,993 1,227

販売費及び一般管理費 2,847 2,448

営業損失（△） △853 △1,221

営業外収益   

受取利息 0 0

為替差益 42 12

投資事業組合運用益 - 30

その他 16 13

営業外収益合計 60 56

営業外費用   

支払利息 16 16

株式交付費 7 2

外国源泉税 33 23

支払手数料 6 24

貸倒引当金繰入額 - 10

その他 11 8

営業外費用合計 75 84

経常損失（△） △868 △1,250

特別利益   

固定資産売却益 3 -

新株予約権戻入益 0 3

投資有価証券売却益 - 0

事業譲渡益 23 -

特別利益合計 27 3

特別損失   

投資有価証券評価損 42 -

自己新株予約権消却損 - 30

減損損失 25 7

特別損失合計 68 37

税金等調整前四半期純損失（△） △909 △1,284

法人税、住民税及び事業税 26 21

法人税等合計 26 21

四半期純損失（△） △936 △1,305

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - △125

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △936 △1,179
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年６月１日
　至　2023年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日
　至　2024年２月29日)

四半期純損失（△） △936 △1,305

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 23 40

その他の包括利益合計 23 40

四半期包括利益 △913 △1,264

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △913 △1,138

非支配株主に係る四半期包括利益 - △125
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　当社グループは前連結会計年度まで３期連続して重要な営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損

失を計上し、当第３四半期連結累計期間において重要な営業損失1,221百万円、経常損失1,250百万円、親会社株主

に帰属する四半期純損失1,179百万円を計上しています。これにより、当社グループの資金繰りに重要な影響があ

ることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　このような状況の解消を図るべく、当社グループでは以下の施策により、収益性の改善及び財務基盤の安定に努

めてまいります。

 

①収益力の向上

　当社グループは、当第３四半期連結累計期間におきまして、新規タイトルの複数開発を進めていた中で、その開

発期間の長期化により当初想定していた時期からリリースが延長したことに伴う開発コストの増加や既存タイトル

における他社参入に伴う競争の激化によって売上高が低迷したことにより、想定よりも利益が増加しなかったこと

を受け、現在の当社グループにおいては既存タイトルの収益の改善を進めるべく、他社との差別化を図る施策及び

グローバルなサービス展開によって利益回復及び収益基盤の構築に努めてまいります。

　既存タイトルである「トレバ」につきましては、現在当社グループが取り扱っているプライズアイテムが日本独

自の文化やアニメ・ゲーム作品関連のものが多いという特性に鑑みて、日本のカルチャーとの親和性が高く、ま

た、比較的大きい市場である中国市場を皮切りに海外展開を目指しております。現在においては、中国市場に適し

た機能拡張開発及び景品仕入基盤の構築による安定した運営をもって、今後における事業成長の促進に向けたタイ

トルのカスタマイズに注力してまいります。

　また、新規タイトルの「テラビット」においては、著名なインフルエンサーとのコラボ等を含めたコンテンツの

拡充を進めており、より魅力的に遊戯性を高めることによってユーザーの皆様へ継続的に長く楽しんで頂けるよ

う、より質の高いものを開発し提供することを主眼とした開発体制の強化も進めております。

　その他タイトルにおきましても、効果的なプロモーションの実施と共に各種コンテンツ拡充等によるタイトルの

ブラッシュアップによってクオリティの向上に注力することで、当社グループにおけるオンラインゲーム事業の収

益性の安定化及び確保を図ってまいります。

 

②経費削減

　当社グループは、現在、既存タイトルである「トレバ」における景品仕入や広告宣伝、配送業務を含めた外注先

の再検討による外注費用の削減を進めております。加えて、現状における運営・管理体制に見合った規模へ営業所

を縮小すると共に一時的に使用していない区画の転貸による営業所賃借料の削減、及び人員配置の見直しによる各

発生費用の削減、役員報酬の削減等、既に実施されている施策もあり、今後においても全社的に削減可能な内容を

洗い出し検討の上で早期実行してまいります。

 

③経営資源の集中

　現時点において将来の収益性に期待できる事業及び子会社を選択すると共に検討によっては事業売却及び子会社

閉鎖を進めることで子会社の管理にかかるコストを削減し、当社グループにおける経営資源を収益性の期待できる

事業及び主力事業へ集中することにより、今後の事業の成長を促してまいります。

 

④財務基盤の強化

　当社グループでは、当第３四半期連結累計期間において、行使価額修正条項付第39回及び第40回新株予約権の発

行並びに第三者割当による新株式の発行による資金調達を実施しております。また、今後の事業資金の確保につき

ましては、その他の資金調達手段を含め当社グループにて最適な手法の模索及び検討を進めると共に上記の継続的

なコスト削減に取り組み、事業資金の安定的な確保と維持に向けてまいります。

 

　以上の施策を実施することにより、継続企業の前提に関する重要な疑義を解消すべく取り組んでおりますが、そ

の対応策は実施途上にあり、今後の収益性の改善や追加的な資金調達の状況等によっては、当社の資金繰りに重要

な影響があることから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在するものと認識しております。

　なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　自己信託により流動化した債権等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2023年５月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2024年２月29日）

現金及び預金 119百万円 82百万円

売掛金 180 117

 

流動化した債権等は金融取引として処理しており、対応する債務は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2023年５月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2024年２月29日）

１年内返済予定の長期借入金 295百万円 191百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年６月１日
至　2023年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年６月１日
至　2024年２月29日）

減価償却費 3百万円 9百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年６月１日　至　2023年２月28日）

１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当第３四半期連結累計期間において、第35回新株予約権（行使価額修正条項付）の行使に伴い、資本金が

219百万円、資本剰余金が219百万円それぞれ増加しております。

　また、当社は2022年６月14日付で、ロードランナー株式会社、株式会社Blue Rock及びAsset Management

Suite株式会社から第三者割当増資の払込みを受けたことにより、当第３四半期連結累計期間において資本

金が224百万円、資本剰余金が224百万円増加しております。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が3,192百万円、資本剰余金が2,257百万円となっ

ております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年６月１日　至　2024年２月29日）

１．配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は2024年２月29日付で、マルカ株式会社、エンビリオン株式会社、株式会社GENDA、株式会社ピー

ナッツ・クラブ、株式会社ライジング・プラネット、髙森章一、浅原慎之輔、有元佐康、宇佐美亮、市川

将、齋藤次郎、齊藤徳也、二田政士及びロードランナー株式会社から第三者割当増資の払込みを受けたこと

により、当第３四半期連結累計期間において資本金が114百万円、資本剰余金が114百万円増加しておりま

す。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が3,566百万円、資本剰余金が2,720百万円となっ

ております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年６月１日　至　2023年２月28日）

当社グループは、オンラインゲーム事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいた

め、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年６月１日　至　2024年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
オンラインゲー
ム事業

エンターテイン
メント事業

計

売上高      

(1）外部顧客への売上高 2,124 127 2,252 - 2,252

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
- 7 7 △7 -

計 2,124 135 2,259 △7 2,252

セグメント損失（△） △487 △5 △492 △728 △1,221

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

セグメント損失（△）の調整額△728百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に管

理部門に係わる費用であります。

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの変更）

　従来、当社グループの報告セグメントは、「オンラインゲーム事業」を単一の報告セグメントとしてお

り、その他の事業セグメントの重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しておりましたが、前第

４四半期連結会計期間に株式会社ブルームズを連結子会社化したことにより、前第４四半期連結会計期間か

ら「エンターテインメント事業」を報告セグメントとして追加し、セグメント情報を開示しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報を当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの区分

方法により作成した情報については、「オンラインゲーム事業」以外の事業セグメントの重要性が乏しいた

め、開示を行っておりません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自　2022年６月１日　至　2023年２月28日）

  （単位：百万円）

セグメント区分 売上収益の主要な区分
当第３四半期連結累計期間
（自　2022年６月１日
至　2023年２月28日）

オンラインゲーム事業

ユーザーからの課金収入 2,709

ロイヤリティ収入 322

その他 19

計 3,051

その他 - 15

合計 3,066

 

当第３四半期連結累計期間（自　2023年６月１日　至　2024年２月29日）

  （単位：百万円）

セグメント区分 売上収益の主要な区分
当第３四半期連結累計期間
（自　2023年６月１日
至　2024年２月29日）

オンラインゲーム事業

ユーザーからの課金収入 1,826

ロイヤリティ収入 281

その他 16

計 2,124

エンターテインメント事業 音響制作 127

合計 2,252

 

EDINET提出書類

サイバーステップ株式会社(E05601)

四半期報告書

16/20



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年６月１日
至　2023年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年６月１日
至　2024年２月29日）

１株当たり四半期純損失（△） △87円10銭 △100円93銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（百万円）
△936 △1,179

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失（△）（百万円）
△936 △1,179

普通株式の期中平均株式数（株） 10,748,289 11,690,411

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

2023年１月20日取締役会決

議による第１回無担保転換

社債型新株予約権付社債

額面総額 　　　400百万円

新株予約権の数     40個

普通株式　　  689,655株

 

2023年１月20日取締役会決

議による第37回新株予約権

新株予約権の数  6,000個

普通株式　　  600,000株

 

2023年１月20日取締役会決

議による第38回新株予約権

新株予約権の数  3,000個

普通株式　　　 300,000株

2023年１月20日取締役会決

議による第１回無担保転換

社債型新株予約権付社債及

び行使価額修正条項付第37

回新株予約権については、

2023年11月６日付で残存す

る新株予約権付社債及び新

株予約権の全部を買入れ、

取得後直ちに消却しており

ます。

 

2023年10月20日取締役会決

議による第39回新株予約権

新株予約権の数 17,500個

普通株式　  1,750,000株

 

2023年10月20日取締役会決

議による第40回新株予約権

新株予約権の数  6,000個

普通株式　　　 600,000株

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるた

め記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

（新株予約権の行使による増資）

　当第３四半期連結会計期間末の翌日以降、2024年４月10日までの間に第39回新株予約権（行使価額修正条項

付）の一部の権利行使が行われました。当該新株予約権の行使により発行した株式の概要は下記のとおりであり

ます。

①　行使新株予約権個数　　　　　1,930個

②　増加した資本金の額　　　　　23百万円

③　増加した資本準備金の額　　　23百万円

④　増加した株式の種類及び株数　普通株式　193,000株

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年４月15日

サイバーステップ株式会社

取締役会　御中

 

アスカ監査法人

東京事務所
 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 若　尾　典　邦

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 伊　藤　昌　久

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサイバーステッ

プ株式会社の2023年６月１日から2024年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年12月１日から

2024年２月29日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年６月１日から2024年２月29日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サイバーステップ株式会社及び連結子会社の2024年２月29日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

継続企業の前提に関する重要な不確実性

　継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社グループは、前連結会計年度まで３期連続して重要な営業

損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計上し、当第３四半期連結累計期間において重要な営業損失

1,221百万円、経常損失1,250百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失1,179百万円を計上しており、会社グループの

資金繰りに重要な影響がある。これらの状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存

在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要

な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成さ

れており、このような重要な不確実性の影響は四半期連結財務諸表に反映されていない。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、当第３四半期連結会計期間末の翌日以降、2024年４月10日までの間に第39回

新株予約権の一部の権利行使が完了している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

 

EDINET提出書類

サイバーステップ株式会社(E05601)

四半期報告書

19/20



四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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